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2020年９月議会 

質問資料 

11番議員 田中紀子 資料 1 オスプレイ関連、不明な点を洗い出す  

A) ヘリコプター場外離着陸場使用承諾書 令和 2年度用 
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2020年９月議会 

質問資料 

11番議員 田中紀子 資料 1 オスプレイ関連、不明な点を洗い出す  

B) ヘリコプター場外離着陸場使用承諾書 令和元年度用 

 

 

C) ヘリコプター場外離着陸場使用承諾書の申請の際に添付された参考資料 
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2020年９月議会 

質問資料 

11番議員 田中紀子 資料 1 オスプレイ関連、不明な点を洗い出す  
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2020年９月議会 

質問資料 

11番議員 田中紀子 資料 1 オスプレイ関連、不明な点を洗い出す  

D) V-22 (オスプレイ)保有数3機             出典:Ｒ２防衛白書 資料編 抜粋 Ｐ.494 

 

 

E) オスプレイ 3つの飛行モード        出典：木更津駐屯地における日米共通整備基盤について  

 

 

F) 「ＭＶ－２２オスプレイの沖縄配備について」（出典：防衛省・外務省 Ｈ24年9月19日） 

地元において懸念の強い垂直離着陸モードや転換モードでの飛行について、運用上必要となる

場合を除き、垂直離着陸モードでの飛行を米軍の施設及び区域内に限ること、また、転換モード

の時間を可能な限り短くする。 
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2020年９月議会 

質問資料 

11番議員 田中紀子 資料 1 オスプレイ関連、不明な点を洗い出す  

 

G) 「自衛隊員が整備立ち会い」の記述   出典：木更津駐屯地における日米共通整備基盤について  

 

⚫ 防衛省としては、米海兵隊ＭＶ－２２オスプレイの整備のため、整備企業に陸上自衛隊木

更津駐屯地の格納庫を使用させ、陸上自衛隊に導入することとしているＶ－２２オスプレ

イについても同駐屯地で整備することで、日米のオスプレイを共通で整備できる基盤を木

更津駐屯地に確立していく方針です。 

 

⚫ 具体的なメリット 

陸自オスプレイの運用に先立ち、日本企業が行う米海兵隊オスプレイの整備に陸自整備員

が立ち会い、早期に陸自整備員を養成することで、陸自オスプレイを円滑に導入。 

 

⚫ 木更津駐屯地を共通整備基盤の設置場所に選んだ理由  

① オスプレイの離発着に必要な滑走路を有していること 

② 滑走路が海に面していることから、市街地の上空をなるべく飛ばずに、機体の離発着

が可能であること 

③ オスプレイを整備する格納庫として、既存の格納庫が活用できること 

④ 陸上自衛隊のヘリコプター野整備隊（やせいびたい）が所在し、日本企業が行う米海

兵隊オスプレイの整備に同部隊の陸自整備員が立ち会うことで、オスプレイの維持・

整備に係る知見を効率的に蓄えられること 

 

H) 環境への配慮について            出典：木更津駐屯地における日米共通整備基盤について 
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2020年９月議会 

質問資料 

11番議員 田中紀子 資料 1 オスプレイ関連、不明な点を洗い出す  

I) オスプレイのオートローテーションの手順     出典:防衛省の木更津市への回答 

※ 降下率…1 分間に降下する高度 単位 fpm(1 分間に何フィート) 

 

J) シュミレーターによるオートローテーション訓練視察結果 (上記の図の説明) 

出典:2012.9.19 防衛省資料「MV-22 オートローテーションについて」 

初期設定 飛行モード:転換モード(ナセル角 87 度)  

飛行高度  :海抜 2,000ft(約 610m)  

飛行速度  :約 120ノット(時速約 222km) 

オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン 

開始 両エンジン停止後、垂直離着陸モードへの移行操作をただちに開始 

エンジン停止後 2秒でナセル角後方一杯(96 度)へ移行完了 

途中経過 フラップ(主翼の一部)を 0 度に設定 

飛行速度は、120 ノット(時速約 222km)を維持 

飛行最終

段階 

高度 1,000ft(約 305m)あたりからフレア操作(着陸時の機首上げ)開始 

降下率 2,000fpm(毎秒 10m)から 1,000fpm(毎秒 5m)に徐々に減少 

高度約 500ft(約 152m)からは、700fpm(毎秒 3.6m)から 500fpm(毎秒 2.5m)の降

下率で降下 

設置段階 速度も徐々に低下、着地した時は、約 70ノット(時速 130km) 

着地の際に脚を出したが、2.3 回のバウンドがあった。 

 

 

降下率 1 分間に約 1500m 降下 

毎秒 25m 

降下率 1 分間に約 1200m 

毎秒 20m 
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2020年９月議会 

質問資料 

11番議員 田中紀子 資料 1 オスプレイ関連、不明な点を洗い出す  

K) 最低安全高度以下の飛行の許可申請 

 


